

















































































































































































































































































另外，该学位论文为（                            ）课题（组）
的研究成果，获得（               ）课题（组）经费或实验室的








































（     ）1.经厦门大学保密委员会审查核定的保密学位论文，
于   年  月  日解密，解密后适用上述授权。 
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① 「雑種文化」という概念は 1955 年、加藤周一が発表した「日本文化の雑種性」という論文の中心理論
である。同年出版した『雑種文化――日本の小さな希望』(東京：講談社、1955)という本にも収録され
た。本論の中では「日本文化の雑種性」を省略して「雑種文化論」と呼ばれる。 
② 加藤周一．雑種文化――日本の小さな希望［M］．東京：講談社、1955．第 31 頁． 
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